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小金井市には保育に特化した理念と言うものは無いが、無い状況下でも
市の保育事情の工場、子育て環境日本一という市長の言葉にもあるように
より良い保育のために取り組みを行ってきている。

そういった、現状、市として、市の保育行政に関する課題、解決すべきものとして
3つを挙げさせてもらってきています。

私たちは、この3点については（理念が無いかなでも）市の保育事業、子育て、子育ち環境の
整備のために取り組むべき課題として捕らえております。

公立保育園も含めた小金井市全体の保育のことを考えている

これ以外にも、対応すべき課題はある　例えば保育士の確保の問題

保育を含めた市の計画であるのびゆくの中でも解決すべき課題として取り上げられいる内容
市として取り組むべきものとして、保育計画が策定されたとしても覆されるものではない

民営化を行う理由は、市として取り組むべき課題を解決する必要があるから
市の厳しい財政状況の下課題を解決するためには民営化が唯一の手法であると市は考えている

市全体の保育課題の解決するために、公立園の民営化という方法を提示させていただいている。
民営化しても、対象園の保護者そして子どもには何の影響もありません。と言うことには当然ならないというお琴は
十分分かっている。負担を強いる

令和元年７月２７日
子ども家庭部保育課

公立保育園民営化に至る市の考え方

小金井市内の全ての子ども達のために

保育を希望する全

ての子育て家庭

が保育を受けるこ

とができる

すべての子ども達

が良質な保育を

受けることができ

る

特別な支援が必要な

子ども・家庭等への

支援、延長保育・休

日保育等の多様な

ニーズに対応できる

民間保育施設の

開設

施設建替え・老朽

化対策

保育の質のガイド

ライン策定

市内保育施設へ

の訪問指導・助言

多様なニーズに

対応するための

人員体制の強化

保育課に専門職を

配置し体制を強化

公立保育園の人員を

集約し体制を強化

限られた財源、人材を有効活用し、小金井市の全ての

子育て家庭を対象とする保育施策の充実を図る

（保育の量） （保育の質） （多様なニーズ）

必要な取り組み

開設・運営費の

支出


